
図 1. 形のグレード Iと IIの評価構造図 
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 熟練検査員の品質評価ノウハウ（暗黙知）を科学的手法に

よって普遍化し，共有・継承する要請が高まっている（竹澤

ら，2026；日心#87）。本研究では真珠の品質評価に注目する。

真珠の品質評価では，様々な観点から総合的な評価が行われ，

グレーディング（格付け）がなされる。真珠は自然物であり，

計測機器による検査のみでは捉えきれない多様な側面を含む

ため，目視検査に基づく評価が不可欠である。このため品質

評価は高度な専門性を有する熟練者に担われており,なかで

も高グレードの真珠を対象とする「鑑定」には極めて高いレ

ベルの暗黙知が求められる。彼らのノウハウを継承するため

の形式知化は喫緊の課題であるが,高度な専門性ゆえにその暗

黙知は熟練者本人にも意識化・言語化が難しい。これに対して

竹澤ら（2026）は，評価グリッド法インタビューにより暗黙

知を評価構造として可視化できることを示した。そこで本研

究では同様の手法で真珠の品質評価における熟練者の評価構

造を解明する。また，得られた評価構造に基づいて追加聴取

を行い，観察すべき内容および観察・確認方法を抽出する。 

方 法 

 参加者 真珠総合研究所で真珠の品質評価を担当する熟練者

1名の協力を得た。この熟練者は業務として長年に渡って品質評

価を担当しており，極めて高いレベルの暗黙知を保有する。さら

に品質評価の基準は真珠業界共通ではなく研究所特有である。

このため熟練者本人の評価構造が形式知化の対象とされた。 

評価項目 きず・形・てり・巻・加工きず・連相・仕上げに

ついて聴取を行った。この 7 項目は実際の業務で品質評価が

必要な項目である。以降では大項目とよぶ（表 1）。 

評価対象 アコヤ真珠の 7－9mm の染み抜き加工された白珠

をグレード I・II・III・IV・Vの別に用意した。聴取実施時には，

業務として真珠の品質を評価するときと同じく，北向き自然

光の窓側で真珠を観察した。 

手続き 大項目 7 つに関して

評価グリッド法に基づく聴取を

行った。回答の際には評価対象の

観察を求めた。具体的には，グレ

ード I と II，グレード II と III の

ように，隣り合う 2つのグレード

の真珠を対にして順に比較した。

それぞれの比較においては，相対

的によいグレードがわるいグレ

ードよりもよいと評価した理由

を列挙したうえで，その特徴（評価グリッド法における評価項目）

があてはまるとなぜよいのかという理由，あるいはその評価項目

があてはまるための具体的な条件を，ワンフレーズで回答するよ

う求めた。このような手続きを，理由や条件が答えられなくなる

まで順序よく連続的に重ねた。比較時にはグレード I よりもよい

想像上の真珠，グレード V よりもわるい想像上の真珠を加えた。 

結果と考察 

評価構造図 聴取により得られた評価項目を評価グリッド

法インタビューシステム（EGi-Visualizer；竹澤ら，2026）に入力

してモデル化し，大項目×グレードの別に評価構造図を得た。

図 1 は形のグレード I と II とを比較した場合の評価構造図で

ある。これら評価構造図によって，暗黙知であった熟練者の

品質評価の過程が他者と共有可能な形で可視化された。 

小項目の抽出 図 1 には，「縦横比」や「真球」のような，

形のグレード I と II とを判断するときに観察の対象とすべき

内容が見られる。これらの評価項目について熟練者に後続イ

ンタビューを行うことで，それぞれの大項目のグレードを評

価するために観察，確認すべき内容，すなわち小項目を得た

（表 1 の計 44 項目）。 

観察方法・確認方法 評価構造図（例：図 1）にはまた，転

がして見る・回してみるなどの観察・確認方法も見られる。

評価構造図に基づき聴取を重ねることで，肉眼での観察のほ

か，ルーペ・計測器・光の利用，指先で転がす・テーブル上で

回転させるなど，大項目×グレードの別に観察や確認方法が

整理できた。  

今後の展開 熟練者が大項目の品質評価時に観察・確認 

している小項目および観察方法・確認方法が明らかとなった。

聴取を重ね，小項目×グレード別の真珠の特徴をまとめれば，

非熟練者にとって困難をともなう大項目の評価のための基礎と

なり，将来 AI による品質評価にもつながることが期待される。

また今回得られた結果に竹澤ら（2026）の暗黙知継承のフレ

ームワークを適用することで，技能継承につながる。具体的

には熟練者と非熟練者とが同じ対象の品質評価を行い，両者

を比較すれば，評価の違いを小項目ごとに把握可能となる。

さらにこれらの違いを示す指標を得てフィードバックすれば， 

非熟練者は自らの判断を省みることができ，熟練者は何が伝

わってないのか知ることができる。これを反復することで，

非熟練者の大項目の品質評価もまた熟練者に近づけられる。 
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巻
核の存在
重厚感
厚く見える
実際の大きさ
てり
密度
干渉色が影響する場合
バランス

きず
しわ
ふくらんでいる
突起
へこんでいる
えくぼ
サークル
すじ（結晶によるすじ）
加工によるすじ
斑点

加工きず
ひび割れ
スポットきず
層割れ
うろこ
肌荒れ

形

ランク
印象
かたち
縦横比

てり
表面光沢
干渉色：グリーンの場合
干渉色：ピンクの場合
干渉色の濃さ
干渉色の深さ
透明感
重厚感
バランス

連相
干渉色
実体色
干渉色と実体色の組み合わせ
光沢
色と光沢の組み合わせ
色と光沢の並べ方
形状
かたちの並び方
きず
大きさの並べ方

仕上げ

表 1.大項目（太字）と小項目 
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